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概  要 

 

コロイダルシリカを基材とするバインダーに酸化チタン粉末をフィラーと

して配合することにより、生体溶解性セラミックファイバー製断熱材向けのコ

ーティング材を調製した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

フィラーとして酸化チタンを選択した結果、①固化したコーティング材の物

理強度が強化されて塗布された生体溶解性セラミックファイバー製断熱材の

使用温度 1400℃における加熱線収縮率を 3％未満に抑制できる。②赤外線散

乱効果によりコーティング材に遮熱性能を付与できる。 

本技術の 

有用性 

本技術により生体溶解性セラミックファイバーの使用温度範囲が拡大する

ため、耐熱性に優れるが発がん性が懸念されるリフラクトリーセラミックファ

イバーの代替材料として期待できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

適用可能製品 
鉄鋼、非鉄金属、ガラス、陶磁器、石油化学、セメント等の業界で使用され

る工業炉の内張り断熱材に使用される生体溶解性セラミックファイバー 
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生体溶解性セラミックファイバー 

の 1400℃における加熱線収縮率 

コーティング材塗布後の生体溶解性 

セラミックファイバーの赤外線反射率 

の 1400℃における加熱線収縮率 
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コーティング有 2.1 1.8 1.5

コーティング無 3.4 3.4 2.2
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